
1

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

413 施策 配慮が必要な子供・家庭への支援

こども発達支援センター事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

2

市民ニーズ、社会的役割

施設が完成してから13年が経過し、老朽化が激しくなってきており、修繕の頻
度が多くなってきている。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

①
こども発達支援センター施

設管理事業
こども発達支援セン

ター
こども発達支援センターの施設維持管理経費。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

23,452
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設利用者の安全確保のため、重要な役割を果たしており、市民ニーズは高
い。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 安全対策事業
こども発達支援セン

ター
安全管理員を配置し、不審者の監視等を行うことにより、園児等施設
利用者の安全を確保する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

1,217
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

杉の子学園は、定員どおりの運営が続いている。また、わかたけ園では、医療
的ケアを必要とする児童が増加している。今後、新たに配置した医療的コー
ディネーターの役割や市内の医療的ケア児への効果的な支援体制について、
検討が必要。

令和 元 年度

継続

実施区分

③ 児童発達支援事業
こども発達支援セン

ター

配慮を必要とする就学前児童及びその保護者に対し、各々の児童の
発達課題に即した通園による療育を行い、心身の発達を促すととも
に、保護者の子育ての不安や負担の軽減を図る。

事業全体が法定
事務

（千円）

108,073
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

関係機関との連携を必要とするケースが増加しており、１ケースへ関わる機会
が増えている。民間の相談支援事業所へのケース移行等を進め、体制の確保
に努めている。

令和 元 年度

継続

実施区分

④ 相談支援事業
こども発達支援セン

ター

主に障がい児通所支援の利用を希望している児童について障がい児
支援利用計画の作成、サービス事業者等との連絡調整、利用状況の
モニタリングを実施。

事業全体が法定
事務

（千円）

43
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

民間事業所における利用は増加傾向にあり市民ニーズは高まっている。効果
的な支援の提供のためには、体制の確保が課題となっている。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑤ 保育所等訪問支援事業
こども発達支援セン

ター

保育所や幼稚園、学校等、障がい児が集団生活を行う場に専門職を
派遣し、当該児童に対し直接療育を行うほか、当該児童に関わるス
タッフに対しても助言・指導を実施。

事業全体が法定
事務

（千円）

3
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

対象者が増加しており、事業費が拡大している状況が続いている。
令和 元 年度

継続

実施区分

⑥
児童福祉サービス給付事

業
こども発達支援セン

ター
障がい児通所支援に係る支給決定及び給付費の審査・支払業務を
実施。

事業全体が法定
事務

（千円）

1,692,162
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課



2

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

管理事業　　　　　　　　　　　　　　こども発達支援センター事業 2 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 413 施策 配慮が必要な子供・家庭への支援

市民ニーズ、社会的役割

作業療法、言語聴覚療法いずれも半年程度の待機はあるものの、相談枠の
増設、訓練回数の見直し、電話相談との併用等の工夫を重ね、必要な支援の
提供に努めている。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑦ 地域療育事業
こども発達支援セン

ター
相談・巡回・親子教室・各種療法の地域療育、また地域福祉講座・ボ
ランティア活動支援を実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

49,307
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

単独通園の日数は現在50日としているが、引き続き支援ニーズについて把握
をしながら、この間の効果と実績について検証し、今後必要な支援について検
討していく。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑧ 通園療育支援事業
こども発達支援セン

ター
通園療育を円滑・効果的に行うための事業として、長期欠席対策・単
独通園・外来保育を実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

5,004
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

発達に不安等のある乳児期後期を対象とした親子教室を新たに開室し、12組
の親子の参加があった。今後も早期療育の取組みを推進していく。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑨ 乳幼児健診事後指導事業
こども発達支援セン

ター
各健診で発達の遅れの疑いのある児童及び保護者に療育指導や相
談を実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

30,297
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

発達障がい児の増加や多様化する支援ニーズに対応するため、今後の支援
の在り方を検討していく必要がある。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑩ 療育システム推進事業
こども発達支援セン

ター

吹田市療育システム推進連絡会において、身近な地域の療育支援に
関わる福祉・教育・医療などの関係機関の連携体制を強化し、療育シ
ステムの推進を図る。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

0
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑪

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑫

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名


